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論壇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
延
期
と

な
り
、
明
日
さ
え
不
透
明
だ
。

そ
れ
は
、
人
の
移
動
に
乗
っ
て

甚
大
な
生
命
・
健
康
被
害
を
世

界
に
拡
散
し
、
開
放
的
な
市
場

は
遮
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ

は
内
向
き
に
「
逆
流
」
し
た
。

物
資
調
達
困
難
や
産
業
の
空
洞

化
が
痛
感
さ
れ
、
相
互
依
存
的

な
従
来
の
社
会
構
造
は
通
用
し

な
い
。
状
況
は
日
々
変
化
す
る

が
、
一
番
苦
し
い
こ
の
時
期
に

今
を
記
録
し
、
日
本
に
お
け
る

持
続
的
な
福
祉
国
家
の
税
制
の

行
く
道
を
考
え
た
い
。

躊
躇
な
き
税
政
策

危
機
回
避
の
政
策
の
範
囲
は

広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
程
度
も

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
ま
で

至
っ
た
。
日
本
で
は
、
折
し
も

確
定
申
告
期
で
あ
り
、
税
務
上

の
対
策
は
、
申
告
所
得
税
・
贈

与
税
・（
個
人
）
消
費
税
の
申

告
・
納
付
期
限
延
長
、
法
人
税

の
還
付
や
賃
料
減
免
額
の
損
金

計
上
等
の
特
例
、
地
方
税
で
は

東
京
都
の
固
定
資
産
税
減
免
な

ど
多
岐
に
及
ん
だ
。
経
営
の
将

来
は
不
透
明
で
、
中
小
企
業
へ

の
無
利
子
融
資
・
返
済
期
限
延

長
、
事
業
者
・
雇
用
関
連
の
助

成
金
・
交
付
金
、
住
宅
支
援
、

各
手
続
の
簡
便
化
等
が
発
表
さ

れ
た
が
、
緊
急
支
援
フ
ェ
ー
ズ

突
入
に
よ
り
、
さ
ら
に
環
境
整

備
が
急
が
れ
て
い
る
。

海
外
で
は
、
英
国
が
電
子
申

告
導
入
延
期
と
給
与
所
得
者
及

び
個
人
事
業
者
へ
の
一
定
の
所

得
補
償
を
、
ロ
シ
ア
は
申
告
納

税
猶
予
を
、
カ
ナ
ダ
は
所
得
税

等
の
申
告
延
期
を
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
は
財
産
税
の
還
付
等
を
、

Ｅ
Ｕ
は
域
内
輸
送
手
段
等
の
遅

延
に
備
え
て
付
加
価
値
税
等
の

期
限
・
納
付
等
の
特
則
を
公
表

し
た
。
ド
イ
ツ
は
中
小
企
業
対

策
税
制
や
国
境
周
辺
労
働
者
の

諸
手
続
緩
和
を
、
Ｅ
Ｕ
外
の
ノ

ル
ウ
ェ
ー
は
付
加
価
値
税
税
率

引
下
げ
と
追
加
減
税
・
納
税
期

限
延
長
を
、
ウ
ガ
ン
ダ
は
消
毒

薬
等
の
非
課
税
等
を
、
ア
メ
リ

カ
は
個
人
の
税
控
除
や
法
人
税

免
税
等
を
打
ち
出
し
、
全
産
業

の
被
害
に
対
し
国
状
と
感
染
フ

ェ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
が

次
々
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
新
し
い

脅
威
か
ら
国
民
の
生
命
と
生
活

を
護
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
し
て

の
福
祉
国
家
の
社
会
政
策
で
あ

り
、
税
制
も
そ
の
一
環
で
あ

る
。

福
祉
国
家
の
評
価

現
代
の
日
本
は
、
自
由
と

人
々
の
幸
福
の
実
現
を
図
る
福

祉
国
家
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価

方
法
は
変
化
し
て
き
た
。
先
進

（
西
欧
）
諸
国
で
は
、
第
二
次

大
戦
後
の
社
会
保
障
大
規
模
支

出
の
「
黄
金
時
代
」
の
後
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
り
財
政
緊
縮
時
代

に
入
り
、
そ
の
過
程
で
、
経
済

水
準
・
支
出
額
で
福
祉
を
評
価

す
る
理
論
は
覆
さ
れ
て
ゆ
く
。

財
政
緊
縮
下
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
高
福
祉
は
縮
減
せ
ず
、
日

本
や
豪
州
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び

に
比
し
社
会
保
障
支
出
は
小
さ

い
か
ら
、
支
出
額
以
外
に
も
考

慮
す
べ
き
変
動
関
数
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
た
（
注
1
）。

こ
の
延
長
線
上
に
、
国
家
は

家
族
や
市
場
が
で
き
な
い
残
余

部
分
に
補
完
的
に
働
く
と
の
前

提
で
（
西
欧
）
国
家
を
三
分
類

し
、
支
出
額
よ
り
福
祉
の
内
容

・
結
果
を
重
視
す
る
説
が
現
れ

た
。
三
分
類
と
は
、
社
会
・
民

主
主
義
（
北
欧
等
）、
保
守
主

義
（
伊
・
墺
な
ど
）・
自
由
主

義
（
英
米
等
）
で
あ
り
、
そ
の

下
に
国
家
・
市
場
・
家
族
と
い

う
制
度
を
認
識
し
、
こ
れ
ら
の

仕
組
み
が
織
り
成
す
労
働
提
供

の
脱
商
品
化
、
脱
家
族
化
、
階

層
化
で
福
祉
の
内
容
を
評
価
し

た（
注
2
）。
国
家
分
類
は
、
北

欧
と
英
米
型
を
一
括
し
た
社
会

・
自
由
主
義
と
保
守
主
義
の
二

分
類
も
あ
る
が
、
日
本
は
い
ず

れ
で
も
な
く
、
あ
え
て
言
え
ば

保
守
／
自
由
主
義
と
さ
れ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
分
類
法
を

利
用
し
て
も
日
本
は
個
別
の
オ

プ
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
り
、
独

自
の
研
究
が
必
要
だ
。

こ
の
三
分
類
法
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
福

祉
国
家
の
リ
ス
ク
管
理
に
も
応

用
さ
れ
て
い
る
。
英
米
型
自
由

主
義
の
垂
直
的
再
分
配
と
北
欧

型
社
会
・
民
主
主
義
に
お
け
る

水
平
的
再
分
配
分
析
に
（
注

3
）、
さ
ら
に
社
会
的
共
通
性

（
市
場
、
国
家
、
家
族
）
分
析

も
加
え
る
こ
と
は
合
理
的
だ
。

例
え
ば
、
生
活
保
障
と
し
て
の

養
育
費
等
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ

ア
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
異
な
り

前
「
夫
」
が
負
担
す
る
こ
と
が

多
く
（
日
経
新
聞
等
）、
Ｎ
Ｚ

で
は
内
国
歳
入
庁
が
関
わ
る
な

ど
、
制
度
と
仕
組
み
は
異
な
る

か
ら
だ
。

日
本
は
、市
場
、雇
用
、家
族
、

地
域
、
歴
史
等
、
独
自
の
制
度

的
環
境
に
あ
り
、
経
済
は
自
由

主
義
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
は

な
い
。
日
本
の
福
祉
税
制
は
、

こ
の
制
度
的
特
徴
を
よ
く
理
解

す
る
と
こ
ろ
か
ら
評
価
す
る
必

要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
税

こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
税
制
に
は
以
下
の

例
が
あ
る
。
財
政
緊
縮
時
代
の

福
祉
国
家
は
、
海
外
資
本
誘
致

の
た
め
、
多
国
籍
企
業
に
費
用

削
減
案
と
し
て
低
税
率
を
提
示

す
る
競
争
を
開
始
し
、
一
般
人

の
不
利
益
を
生
む
「
底
辺
へ
の

競
争
」
が
問
題
化
し
た
。
そ
の

弊
害
の
顕
著
な
例
は
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

で
あ
り
、（
富
・
危
険
）
平
等

再
分
配
・
公
平
原
則
・
公
正
な

租
税
制
度
を
損
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
じ
め
多

様
な
試
み
が
多
国
間
で
進
め
ら

れ
、
日
本
の
納
税
環
境
整
備
と

し
て
は
租
税
教
育
等
も
あ
る
。

理
論
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
格
差
縮
小
効
果
に
疑
問
を
呈

し
、
税
と
い
う
変
動
関
数
か
ら

高
額
所
得
者
に
対
す
る
税
制
の

見
直
し
を
説
い
た
の
は
ピ
ケ
テ

ィ
で
あ
ろ
う
。
環
境
か
ら
公
平

や
持
続
可
能
性
の
実
現
を
試
み

た
も
の
と
し
て
炭
素
税
等
が
あ

り
、
国
際
金
融
か
ら
は
投
機
資

本
に
着
目
し
た
ト
ー
ビ
ン
税
が

あ
る
。
そ
し
て
、
税
制
は
、
国

連
の
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
分

類
を
解
決
す
る
一
つ
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
福
祉
国
家
の

政
策
変
化
を
動
か
す
力
と
し
て

働
く
（
注
4
）。
そ
れ
は
、「
フ

ラ
ッ
ト
化
」、
即
ち
、
市
場
開

放
が
進
む
ほ
ど
経
済
格
差
が
解

消
し
て
公
平
が
実
現
す
る
と
い

う
経
済
的
文
脈
の
中
で
肯
定
さ

れ
て
き
た
（
注
5
）。
だ
が
、

現
実
に
は
投
資
国
と
受
入
国
間

格
差
な
ど
各
国
内
外
の
格
差
拡

大
・
雇
用
喪
失
・
環
境
破
壊
な

ど
負
の
影
響
が
問
題
化
し
た
こ

と
は
既
知
の
と
お
り
で
、
ま

た
、
人
や
物
品
等
の
流
れ
が
滞

れ
ば
一
気
に
崩
壊
す
る
一
触
即

発
の
危
険
を
孕
ん
で
い
た
。
今

回
の
経
済
危
機
は
、
こ
の
現
実

化
と
い
え
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
依
存
し

た
経
済
構
造
が
防
疫
警
察
の
観

点
か
ら
維
持
不
能
と
な
り
崩
壊

し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
国
境
内
中
心
主
義
へ
と
「
逆

流
」
し
た
の
だ
。

で
は
、
こ
の
逆
流
で
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ス
ク

に
対
す
る
国
家
の
役
割
は
変
化

し
た
の
か
。
か
つ
て
、
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
機
に
英
米
等

が
新
自
由
主
義
へ
移
行
し
小
さ

な
政
府
が
理
想
と
さ
れ
た
と
き

（
注
6
）、
民
営
化
に
よ
る
公

共
部
門
削
減
で
支
出
が
縮
小
し

た
こ
と
か
ら
福
祉
国
家
は
縮
減

し
た
と
主
張
さ
れ
、
他
方
で
、

脱
商
品
化
に
よ
る
税
減
が
な
い

の
で
縮
減
し
て
い
な
い
と
も
い

わ
れ（
注
7
・
8
）、
む
し
ろ
、

大
き
な
社
会
必
要
説
が
注
目
さ

れ
た
（
注
9
）。
思
う
に
、
今

回
も
チ
ャ
ー
タ
ー
機
調
達
が
外

交
交
渉
を
要
し
た
よ
う
に
、
逆

流
現
象
に
お
い
て
も
政
府
の
介

入
は
要
請
さ
れ
、
こ
の
意
味
で

国
家
の
福
祉
的
役
割
は
縮
減
し

て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
大
き
な

機
能
的
政
府
と
社
会
政
策
が
必

要
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
支
出

額
の
み
で
は
な
く
、
内
容
・
結

果
が
問
わ
れ
る
の
だ
。

日
本
ら
し
く
豊
か
さ
へ
の
税
制

今
後
の
税
政
策
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
世
界
と
調
和
し
つ
つ

も
、
日
本
ら
し
く
、
生
命
、
風

土
に
優
し
い
税
制
へ
向
か
う
べ

き
で
あ
る
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
禍
で
は
、
何

よ
り
、
生
命
の
維
持
へ
の
配
慮

が
よ
り
強
く
認
識
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
済
効
率
性
中
心
の

日
本
の
歩
み
の
矛
盾
は
噴
出

し
、
例
え
ば
、
海
外
拠
点
の
物

資
調
達
は
困
難
で
資
本
輸
出
は

見
直
し
を
迫
ら
れ
、
学
校
休
業

は
女
性
の
社
会
進
出
支
援
税
制

の
射
程
の
広
さ
を
見
せ
つ
け

た
。
低
廉
な
人
件
費
追
求
は
技

術
と
資
本
を
流
出
さ
せ
国
内
労

働
力
育
成
を
阻
み
、
産
業
の
空

洞
化
も
現
実
と
し
て
迫
っ
た
。

生
活
維
持
に
つ
い
て
は
、
生

活
支
援
臨
時
給
付
金
等
が
論
議

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

（
最
低
所
得
保
障
：
Ｕ
Ｂ
Ｉ
）

の
一
面
を
持
つ
。
恒
常
的
制
度

と
し
て
の
Ｕ
Ｂ
Ｉ
の
評
価
は
低

く
、
高
福
祉
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

等
は
撤
退
し
ド
イ
ツ
は
断
念
し

た
が
、
撤
退
理
由
は
予
算
、
制

度
等
様
々
で
単
純
で
は
な
い
。

日
本
は
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱

え
て
お
り
、
将
来
の
世
代
の
負

担
も
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
、

英
国
が
約
3
億
ポ
ン
ド
規
模
の

所
得
補
償
に
踏
み
切
り
、
ド
イ

ツ
も
早
急
な
臨
時
支
給
を
始
め

た
の
は
、
一
時
的
な
不
況
後
の

大
恐
慌
防
止
の
た
め
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
劇
的
な
降

下
の
な
か
で
、
日
本
も
一
定
の

臨
時
金
の
支
給
は
迅
速
に
行
う

べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
財
源
調

達
・
補
給
に
は
納
税
者
の
忍
耐

と
協
力
が
必
要
だ
。

長
期
対
策
と
し
て
は
、
海
外

援
助
協
力
も
ま
ず
国
内
の
土
台

で
あ
り
、
現
存
の
仕
組
み
を
活

か
し
つ
つ
、
国
内
人
材
や
伝

統
、
山
林
水
系
を
含
む
自
然
資

産
等
を
育
て
、
経
済
効
率
性

（
ロ
ス
の
認
識
）
だ
け
で
な
く

数
字
で
表
せ
な
い
生
命
体
と
し

て
の
人
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る

生
命
の
維
持
に
効
果
的
な
税
制

を
敷
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
氷
河
期
や
埋
も
れ
た

人
材
の
起
用
、
中
小
企
業
支

援
、
伝
統
工
芸
技
術
の
継
承
、

水
源
を
抱
え
る
山
林
保
護
、
海

域
を
生
か
し
た
環
境
対
策
な

ど
、
日
本
が
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
と
存
続
の
た
め
不
可

欠
な
豊
か
さ
の
追
求
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
税
制
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。
税
法
の
趣

旨
を
生
か
す
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
も
必
要
だ
。

こ
れ
ら
は
、
多
様
性
の
時
代

の
国
際
社
会
の
共
有
価
値
を
先

駆
け
て
実
現
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
海
外
制
度
を
う
の
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
国
家

類
型
、
市
場
・
家
族
・
地
域
性

等
独
自
の
仕
組
み
を
考
慮
し
た

生
命
を
育
む
制
度
作
り
が
必
要

だ
。
ウ
イ
ル
ス
禍
は
、
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。（
4
月
15
日
）
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